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   書 籍 ノFormalin消 毒 ニ 關 ス ル 實 驗

             (第2報)

       高 壓COH2瓦 斯 消 毒 ニ 就 テ

    (附) 液 體Formalinノ 細 菌 ニ 對 ス ル 作 用

         岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

           妹 尾 弘

           [昭和14年2月7日 受稿]

      第1章 緒 論

 輓 近細 菌學 ノ著 シキ進 歩 ト共 ニ,從 來 行 ハ レタ

ル種 々ノ消 毒試 驗 方 法ハ 其 ノ装置 竝 ニ操 作 等 ニ於

テ幾 多 ノ缺 陷 ヲ認 メ ラルル ニ到 レ リ.今,高 壓 消

毒 法 ニ 關 ス ル 最 近 ノ研究 ヲ觀 ル ニ,Esmarch1),

Rubner2), Muntsch3)及 ビHeicken4)氏 等 ハ 空

氣 混 合水 蒸氣 ノ殺 菌 力ハ 輕 度 ナ ル ヲ報 告 シ,此 際

高 壓 ヲ作 用 セ シ ムル爲 ニ特 殊 ノ装 置 ヲ使 用 セ リ.

而 シ テ消 毒 器 内 ノ空 氣 ヲ除去 スル コ トノ必 要 性 ニ

就 テハ,Konrich5), Kunert6)及 ビHanne7)氏 等

ノ強調 スル所 ニ シテ,即 チ此 試 驗 装 置 ノ特 徴 ハ 空

氣 排 泄 管 ノ中 ニThermometerヲ 装 備 セル ニア リ

而 シ テManometerニ 依 ツ テ時 間 的 ニ鋭 敏 ニ其 ノ

壓 力 ノ變 化 ヲ示 スモ ノナ リ.更 ニ又 熱 氣 消毒 装 置

ニ於 テ モ 同樣 ノ原理 ヲ應 用 セ ル モ ノ ナ リ.Hanne

氏 ノ新 檢 査 法 ニ依 レバ,電 氣 計 量 器(elektrischer

Messgerat nach Hanne)ヲ 應 用 シ タル 熱 氣 滅 菌

器 ヲ使 用 セバ 消毒 效 果 極 メテ著 明 ナ リト.而 シ テ此

際 熱 氣 ハ容 器 内 ニ極 メテ迅 速 且 平 等 ニ作 用 スル ヲ

特 長 トス.又 近 時 物 品消 毒 ニ流動 熱 氣(bewegter

Heissluft)ヲ 應 用 ス ル コ トニ甚 ダ興 味 ヲ向 ケ ラ

ルル ニ到 レ リ.既 ニ世 界大 戰 中 ニ此流 動 熱 氣 消毒

法 ヲ應 用 シ極 メテ好 成 績 ヲ得 タ リ(Rautmann8),

Baerthlein9), H. Lange10)). 1931年Pogacnik16)

氏 ハ齒 科 機 具 ノ滅菌 法 トシ テ流動 熱 氣 ヲ使 用 セ リ

ト報 告 セ リ.而 シテ此 流 動 熱 氣 ノ卓 越 性 竝 ニ其 ノ

装 置 ニ關 シ テ ハ 既 ニ 幾 多 學者 ノ報 告 スル所 ナ リ

(Breinl & Hofmann11), Oesterle12)及Mundel13))

滅 菌 試 驗施 行 ニ 於 テ ハ 理 學 的 及 ビ生 物 學 的 試 驗

ヲ同時 ニ應 用 セザ ル ベ カ ラ ズ.即 チR. Koch,

Gaffky u. Loffler14)及 ビHeydenreich15)氏 等

ニ 依 ツ テ,水 蒸 氣 ノ應 用 ニ際 シ テ其 ノ消毒 器 内 ノ

温 度 的 關 係 ニ 就 テ 研 究 セ ラ レ,消 毒 物 ノ 中央 ニ

Maximal-thermometerヲ 挿 入 シ テ實 驗 シタ リ.

又 煮 沸 消毒 法 ニ於 ケル場 合 ニ關 シテ ハAbel17)及 ビ

Pfuhl18)氏 等 ノ報 告 ア リ.Pfuhl氏 ハ1900年 滅 菌

装 置 ニ於 ケ ル熱 電氣 測 定 器(thermo-elektrischer

Messgerat)ヲ 發見 セ リ.其 ノ後 之 ハKutscher19)氏

ニ依 リテ蒸氣 消 毒器 ニ應 用 セ ラ レ,次 デKonrich5)

及Hanne7)氏 等 ニ依 テモ亦 使 用 セ ラ レタ リ.更 ニ

Knorr20), Konrich51), Muntsch3)
, Gutschmidt21)

Heiler & Heicken22), Oesterle12)氏 等 ニ依 リテ各

種 消 毒 物 質 ニ於 ケル 熱 傳 導 性試 驗 ニ應 用 セ ラ レ,

以 テ其 ノ優 秀 性 ヲ認 メラ レタ リ.次 デ消毒 試 驗 ニ
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重 大 ナ ル 意 義 ヲ 有 ス ル 所 ノ 消 毒 可 檢 菌 ノ 抵 抗 性 ニ

就 テ 見 ル ニ,先 ヅR. Koch, v. Behring, Geppert,

Paul v. Esmarch, Schneider & Seeligmann,

B. Fischer, Klieneberger23)氏 等 ノ 業 績 ア リ.即

チ 氏 等 ハ 可 檢 菌 ヲ有 芽 胞 菌 ト無 芽 胞 菌 ニ 大 別 シ,

以 テ 其 ノ 抵 抗 性 ヲ 檢 索 セ ル ニ,Milzbrandsporen

ハ 熱 抵 抗 性 極 メ テ 強 ク,Staph. pyog . aur.ノ

如 キ ハ 比 較 的 弱 シ ト ス.更 ニGlobig24), Weil,

Hofmann, Hune23)氏 等 ノ 研 究 ニ ヨル モ,Heu-&

Kartoffelbazillen(非 病 原 性 芽 胞 菌)ハ 熱 抵 抗 極

メ テ 強 ク,Rote Kartoffelbazillenノ 芽 胞 ハ 流 動

水 蒸 氣 ニ テ5-6 1/2時 間 ノ 加 熱 ニ テ モ 滅 菌 不 能 ナ リ

キ.而 シ テ122-123℃, 10分 間 ニ シ テ 漸 ク完 全 滅

菌 ニ 成 功 セ リ ト.Flugge25)ハMilch中 ヨ リ培 養

セ ル 細 菌 芽 胞 中 ニ ハ100℃, 3/4-2時 間 ノ加 熱 ニ 耐

ヘ 得 ル モ ノ ア リ キ ト.Christen26)ハErdebazillen

ヨ リ分 離 セ ル 芽 胞 ニ135℃, 1分 間,又Blau27),

Zettnow28), Donk29) & Werner30)等 ハ100℃,

10-20時 間 加 熱 ス ル モ 死 滅 セ ザ ル 芽 胞 菌 ヲ分 離 シ

タ リ.Aderhold31)氏 ハB. subtilis, B. megathe-

riuin及 ビB. asterosporus. Wahl32)氏 ハB. dau-

carum. Belser33), Haselhoff & Bredemann34),

Guitonneau & Degny35), Macheboeuf & Che-

ftel39)氏 等 ハ 又 他 ノ熱抵 抗 菌 ヲ夫 々腐 敗 セル 野 菜

類 及 ビ果 物 中 ヨ リ分 離 ン タ リ.凡 ソ消 毒 試 驗 ニ於

テ ハ,可 檢 菌 ノ抵 抗 性 竝 ニ其 ノ消 毒物 質 及 ビ消 毒

方 法 竝 ニ消 毒 藥 物 ノ化 學 的 特 性等 ニ依 リテ,其 ノ

消毒 效 力 ハ極 メテ複 雜 ナル 作 用 機轉 ノモ トニ發 揮

セ ラルル モ ノナ ラ ン ト思 考 セ ラル.斯 ク テ敍 上 ノ

如 ク,100℃ ノ水 蒸 氣 及 ビ熱 氣 ニテ モ猶 ホ消 毒 ノ

目 的 ヲ達 スル コ ト困 難 ニ シテ,各 種 装 置 ノ許 ニ高

壓 ヲ應 用 シ,以 テ其 ノ加 熱 温 度 ヲ100℃ 以 上 ニ保

持 シテ漸 ク完 全 滅 菌 ヲ達 成 シ得 ル モ ノ ナ リ.

 飜 ツテ,書 籍 消 毒 法 ニ於 テ ハ,斯 ル理 學 的 方 法

ニ テハ 其 ノ装 釘 竝 ニ紙 葉等 ノ毀 損 ヲ招 ク ガ故 ニ直

ニ之 ヲ應 用 ス ル コ ト至 難 ナル ハ 今 更 贅 言 ヲ要 セ

ズ.想 フ ニ,COH,瓦 斯 ハ化 學 藥 品 中極 メ テ殺 菌

效 力 ノ著 明 ナ ル コ トハ既 ニ一 般 ニ認 メ ラルル所 ナ

ル モ,從 來COH2ハ 書 籍 深 部 紙 葉 間 浸達 性 ヲ缺

如 スル ガ故 ヲ以 テ殆 ド省 ラ レザ リシモ,余 ノ陰 壓

COH2消 毒 法 ニ關 スル研 究(第1報)ニ 於 テ,極 メ

テ抵 抗 強 キ芽 胞 菌(B. subtilis)ヲ 除 キ腸 内 菌(B.

coli communis)及 ビ化 膿 菌(Staph. pyog. aur.)

ニ對 シ テハ 能 ク深 部 紙 葉 間 迄 モ其 ノ殺 菌 效 力 ヲ發

揮 セ シ ムル ヲ得.COH2ハ 露 出部 紙 葉 ハ 勿 論,深

部 紙 葉 ノ殺菌 力 ニ於 テ モ亦優 秀 ナ ル效 果 ヲ收 メ得

タ リ(第1報 參 照).依 ツ テ本 編 ニ於 テ ハ 上述 セ ル

Heicken, Konrich, Kunert, Hanne及 ビOesterle

氏 等 ニ ヨル 高壓 熱 氣 竝 ニ水 蒸 氣消 毒 法 ヲ考 慮 シ,

以 テ書 籍 ノCOH2消 毒 法 ニ際 シ テ,COH2ヲ 高 壓 ノ

許 ニテ作 用 セ シ メ,以 テ書 籍 紙 葉 附 着 菌 ノ殺 菌 效

力 ニ對 スル影 響 竝 ニ余 ノ既 ニ報 告 セ ル陰 壓COH2

消毒 法 ト比 較 シ,消 毒 器 内 ノ壓 力 トCOH2ノ 殺菌

效 力 トノ關 係 ヲモ 闡 明 ナ ラシ メ ン トセ ル ナ リ.

    第2章 實 驗 材 料 竝 ニ 方 法

 第1節 供 試 菌:可 檢 菌 トシ テ使 用 セ ルハ,

B. coli communis (Darmbakterien), B. subtilis

(Luftkeime)及 ビStaph. pyog. aur. (Eiterkok-

ken)ヲ 選 ベ リ.而 シ テ之等 菌株 ノ細 菌 學 的性 質

ハ 大體 次 ノ如 シ(詳 細 ニ就 テハ 第1報 參照).

 a) B. coli communis:培 養所 見,寒 天 ニ

發育 良好,白 色 不 透 明 ニ シ テ圓 形集 落 ヲ形 成 シ,

Bouillonニ テハ 全 溷 濁 著 明 ニ シ テ漸 次 絮 状 沈澱

物 ヲ生 ズ.Gelatinヲ 液 化 セ ズ.牛 乳 培 養 ニ テ

Milchkasein凝 固 作 用著 明 ナ リ.染 色 所 見 ニテ,形

態 ハ 兩端 稍 々鈍 圓,小 桿 菌 ニシ テforme cocco-

bazillareナ ル ガ如 シ.Gram陰 性,鞭 毛 ヲ有 シ,

更 ニ 化學 的 生物 學 的 作 用 ト シ テ 瓦 斯 發 生著 明,

H2Sヲ モ發 生 ス.Indol形 成 著 明 ナル モ,溶 血作

用陰 性 ナ リ.糖 分解 試驗 ニテSaccharoseヲ 分解

セ ズ.Lactose, Glucose, Levulose, Maltose,

Galactose等 何 レモ分 解 著 明 ナ リ.

 b) B. subtilis:寒 天培 養 ニ テ發育 旺盛,特
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異 ノ皺状 菌 苔 ヲ生 ズ.Bouillonニ ハ液 表 面 ニ皺 状

菌 膜 ヲ形 成 スル モ,液 ハ比 較 的 透 明 ナ リ.Gelatin

液 化 作 用著 明 ナル モ,牛 乳 凝 固作 用 極 メテ微 弱 ナ

リ.染 色 所見 ハ 兩端 鈍 ナ ル大 桿 菌 ニ シ テ,數 箇 宛

連 鎖 状配 列 ヲナ スモ ノ多 シ.Gram陽 性,芽 胞 及

ビ鞭 毛共 ニ保 有 ス.瓦 斯 形 成陰 性 ニ シ テH2Sヲ

僅 ニ發 生 ス.Galactoseヲ 分解 スル ノ ミニ シ テ他

ハ脱 色 スル モ ノ多 シ.

 c) Staph. pyog. aur.: Eiterkokkenヲ 代

表 セ リ.寒 天 ニ發 育 良 好,圓 形集 落 ヲ形 成 シ,漸

次 黄 色 色素 ヲ産 出 ス.Bouillonニ モ亦 發 育 旺盛 且

全 溷 濁 著 明 ニシ テ,漸 次 白色 絮 状 沈澱 物 ヲ生 ズ.

Gelatin液 化 著 明,牛 乳凝 固作 用 ヲ有 ス.染 色 所 見

ハ 美麗 ナ ル葡 萄 状配 列 ヲナ ス球 菌 ニ シ テ,Gram

陽 性,瓦 斯 形 成 ヲ認 メ ザ ル モ,溶 血 作 用 著明 ナ

リ.Saccharose, Glucose, Levulose, Maltose,

Mannite等 ヲ分 解 ス.

 第2節 可檢 菌 液:上 述 ノ菌株 ヲ斜 面 寒 天 ニ

塗抹 培 養 ヲ行 ヒタ リ.即 チB. coli communis及

ビStaph. pyog. aur.ハ 總 テ37℃, 18-24時 間培

養.B. subtilisハ 主 トシ テ芽 胞 形成 ヲ待 チ テ實 驗

ニ供 シ タ レバ1-5日 間培 養 ノ モ ノ ヲ使 用 セ リ.

斯 ク テ其 ノ1-3 Oseヲ 減 菌 生理 的 食 鹽 水10ccニ

平 等 ニ浮 游 セ シ メタ リ.

 第3節 試 驗 書 籍:書 籍 ハ專 ラ新 刊雜 誌 ヲ使

用 シ,消 毒 試 驗 ニ際 シテ ハ,一 定紙 面(粗 製 洋 紙)

ニ露 出部,邊 縁 部 或ハ 中央 部 ニ1cmcm2ノ 範 圍 ヲ區

畫 シ テ可 檢 菌 液 ノ一 定 量(普 通1 Ose)ヲ 可 及 的 平

等 ニ 白金 耳 ニテ塗 布 シ タル 後,之 ニ滅 菌 「シ ヤー

レ」 ヲ覆 ヒテ 自然 乾 燥 セル後,直 ニ書 籍 ヲ閉鎖 シ

テ消 毒器 内 ニ入 レ實 驗 ニ供 スル コ ト トセ リ.

 第4節 高壓COH2消 毒 方 法:消 毒 器 ハ專 ラ

Autoclaveヲ 使 用 セ リ.其 ノ容 積 ハ 水 ヲ満 シ テ測

定 セ ル ニ6.000ccナ リ.Autoclave内 高壓 作 製 ニ

ハ 電 氣壓 搾 「ボ ンプ」ヲ使 用 シ,壓 搾 器 内壓 力 ヲ絶

エズ20-30氣 壓 ニ保 持 シ ナ ガ ラ徐 々 ニ空 氣 ヲ導

入 シ テ1.0-1.8kg/cmcm2ノ 如 ク夫 々Autoclave内

ノ壓 力 ヲ増 強 セ シ メ,之 ヲ其ノ 儘18時 間 放 置 シ テ

COH2ヲ 作 用 セ シ メ タル後,直 ニ 開放 シ テ消 毒 操

作 ヲ完 了 セ リ.而 シ テ 高壓 作 製 ニ先 チ,Autoclave

内COH2瓦 斯 發 生 ニハ,專 ラ過 マ ンガ ン酸 加 里 法

(第1報 參 照)ニ 依 リ消毒 器 内容 積10.000ccニ 對

シ,Formalin 0.3cc KMgO2 0.3g, Wasser 0.2cc

或 ハ其 ノ倍 量 法 ニ大 體 準據 スル コ トトセ リ.而 シ

テ其 ノ混 合 法 ハ 豫 メ水 トFormalinト ヲ混 合 セ ル

後,KMgO2ヲ 手早 ク混 合 セル 後 直 ニ消毒 器 ヲ密

閉 セ ル後,10-20分 間 ヲ待 チ テCOH2ノ 化 學 的

最 大 有效 量 ヲ發 生 セ シ ムル事 ニ努 メタ リ.尚 ホ斯

 ルCOH2消 毒試 驗 ニ於 テハ,其 ノCOH2ノ 殺 菌

效 果 ハ 從來 一 般 ニ其 ノ温 度 竝 ニ濕 度 ニ密接 ナル 關

 係 ヲ有 スル モ ノ ナ リ トセ ラル ル ヲ以 テ,特 ニ其 ノ

 點 ニ注 意 ヲ拂 ヘ リ.即 チ 本 實 驗 ハ 温度21-10℃,

 濕 度 ハ90% (Lambrecht's Polymeter)以 上 ヲ

 示 シ タル 所 謂COH2ノ 最 大化 學 的 有 效 量 發 生時

 ニ於 テ所 要 ノ高壓 作 製 ヲ開 始 セ リ.

  第5節 消毒 試 驗 檢 定 法(後 培 養 試 驗):消 毒

操 作完 了後 ノ所 謂殺 菌 效 力 檢 定法 ニハ 寒 天 平板 振

 盪 培 養 法 ノ最 良 ナ ルハ 既 ニ余 ノ(第1報)ニ 於 テ

 明瞭 ナル 所 ニ シテ,Gegenbauer, Hailer及 ビ

 Pauls氏 等 モ亦 等 シ ク承 認 スル所 ナ リ.依 ツ テ本

 實驗 ニ於 テモ亦 專 ラ本 法 ヲ應 用 セ リ,猶 ホ 書籍 紙

 葉 附 着 菌 ノ遊 離 方 法 ハ 滅 菌生 理 的 食 鹽 水 ヲ以 テ セ

 ル 所 謂 振盪 法(余 ノ書 籍 附 着 菌 ニ關 スル研 究 參 照)

 ニ ヨ リテ食鹽 水 中 ニ遊 離 セ シ メタ リ.斯 クテ,振

盪 培 養 後 ハ37℃ ニ1-7日 間 ニ亙 リテ培養 シ,毎

日共 ノ發育 菌 集 落 ニ就 テ 肉 眼 的數 量 的所 見 ハ 勿論

 又 染 色標 本 ニ ヨ リ發 育 菌 中 ノ混 合雜 菌 ヲ鏡 檢 區 別

 セ リ.

     第3章 實 驗成績

 第1節 對照試驗

 1) 高壓 ノ細菌生活力ニ及ボス影響

 P. Oesterle氏 ハErdsporenヲ 使用シテ其ノ蒸

氣抵抗性ニ就テ0.01mm/Hgノ 高壓ノ許ニ於テ
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試 驗 ヲ施 行 セ ル ニ,其 ノ細 菌 發 育 實驗 ノ結 果,何

等 認 ムベ キ障 碍 アル ヲ證 明 シ得 ザ リキ.本 實 驗 ニ

於 テ モ,亦 所 謂Autoclave内 壓 ヲ増 強 セル 場 合

ニ於 ケル 可 檢 菌 ノ生 活 力 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 テ實 驗

シタ リ.可 檢 菌 液 ハ 比 較 的濃 厚 ナル所 謂滅 菌 生理

的 食 鹽 水10ccニ 可檢 菌3 Oseヲ 浮 游 セ シ メ タル

モ ノ ヲ使 用 シ,Autoclave内 壓 ヲ1.6kg/cmcm2ニ 保

持 シ,室 温18-17℃ ノ許 ニ18時 間 放置 シ タ リ.

第1表 (對照試驗)高 壓 ノ細菌生活力ニ及ボス影響

第1表 ニ 示 ス 如 ク,B. coli communis, Staph.

,pyog. aur.及 ビB. subtilisハ 生 活 力 何 レモ 旺盛

ニ シ テ,多 數 ノ發 育 菌集 落 ヲ認 メタ リ.即 チ 書籍

紙 葉 ノ可 檢 苗 ノ附 着 部 位 ノ相 違 ニ ヨ リテ,殆 ド發

育 菌 數 ノ差 異 ヲ示 サ ズ,露 出部 紙葉 ニ就 テ見 ル モ,

邊 縁 部 及 ビ中 央部 ニ較 ベ毫 モ附 着 菌 ニ對 シテ發 育

抑 制 的障 碍 作 用 ヲ認 メ得 ズ,尚 ホ本 實 驗 ニ依 リテ

可檢 菌 ノ發 育 傾 向 ヲ觀 ル ニ,培 養1日 間 デハ 殆 ド

肉 眼 的 ニ觀 察 シ得 ザ ル モ2-3日 間 ニ及 ビ テ急 激

ニ増 加 ヲ示 シ タル モ,斯 ル現 象 ハ細 菌 振 盪 培 養 法

試 驗 ニ於 テ屡 々認 メ ラル ル所 ニ シ テ,恐 ラ クハ 其

ノ時 ノ可 檢 菌 及 ビ培 養 條 件 ニ基 因 スル ナ ラ ンカ.

從 ツテ斯 ル實 驗 ニ於 ケ ル 成 績 判 定 ハ 常 ニ2-7日

間培 養 所 見 ヲ綜 合 ス ル事 肝 要 ナ リ.要 スル ニ1.6

kg/cmcm2程 度 ノ高 壓(Hochvakuum)ニ テハ 一 般

細 菌 ハ 殆 ド其 ノ生 活 力 ヲ阻 害 セ ラ レザル モ ノ ノ如

ク.此 點 ニ關 シテハP. Oesterleノ 業績 ニ賛 意 ヲ

表 スノレコ トヲ得.

 II) 正常 壓 ニ於 ケルCOH2ノ 殺 菌 效 力試 驗

 第2表(A)ニ 示 ス如 ク,紙 葉 附 着 菌 極 メテ多 量

ナ ル場 合 ニ於 テハ,COH2瓦 斯 ノ殺 菌 效 力 ハ 週 ク

附 着 菌 ニ發揮 シ能 ハ ザ ル ヤ.露 出 部紙 葉 ニ於 テモ

生 存 菌 比較 的 多 量 ナル ヲ認 ムル コ トヲ得.然 レ ド

モB. coli communis及 ビStaph. pyog. aur.ニ

對 シテハ 第2表(A)及 ビ(B)ニ 見 ル如 ク,紙 葉附

着 菌量 ノ相 違 ニモ不 拘.COH2ノ 殺 菌 效 力ハ 中央

深 部 ニ比 較 シ露 出部 紙 葉 附着 菌 ニ對 シテ ハ可 成強

烈 ナル コ ト明 カ ナ リ.B. subtilisハ 培養24時 間

ニシ テ既 ニ發育 菌 集 落 ハ 相融 合 シ テ,無 處置 紙葉

附 着 菌培 養 所見 ト差 異 ヲ認 ムル 能 ハ ズ.即 チ本法

ニ テハ 抵 抗 強 キB. subtilisニ 對 シテハ殆 ド殺 菌

效 力 ヲ發 揮 シ能 ハザ ル モ ノノ如 シ.
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第2表(A) (對照試驗)正 常壓 ニ於 ケルCOH2瓦 斯消毒試驗

第2表(B) (對照試驗)正 常壓 ニ於ケルCOH2瓦 斯消毒試驗

 第2節 消 毒 器 内壓 力 ノ 強 弱 ニ ヨ ルCOH2ノ

殺 菌效 力 ニ及 ボ ス影 響(高 壓COH2消 毒 實 驗)

 Autoclaveニ 装 備 セルManometerニ 依 リテ其

ノ内 壓 ノ増 強 セ ル ヲ認 ム ル コ ト トセ リ.而 シ テ可

及 的諸 條 件 ヲ同一 ナ ラ シ メ ン ガ爲 ニ,Formalin

使 用量 ハ勿 論,可 檢 菌 液 濃度 ハ總 テ生 理 的 食 鹽 水

10ccニ1 Ose或 ハ3 Oseヲ 浮 游 セ シ メタル モ ノ

各1 Ose宛 ヲ紙 葉 附着 菌 トシテ使 用 セ リ.

今,其 ノ壓 力 ヲ1kg/cmcm2, 1.6kg/cmcm2及 ビ1.8

kg/cmcm2ニ 分 チテCOH2ノ 殺 菌 效 力 ヲ比 較 實 驗 セ

ル ニ次 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ リ.

 a) 1kg/cmcm2高 壓 法:第3表 ニ示 ス如 ク,後

培 養7日 間 ノ所 見 ニ テ,露 出部 紙 葉 ニ於 テB. coli

communisハ8箇,Staph. pyog. aur.ハ4箇 ノ

發 育 菌集 落 ヲ見,更 ニ邊 縁 部 紙 葉 ニ於 テハ 夫 々50

箇 程 度 ノ生 存 菌 ヲ認 メタ リ.又 中 央部 紙 葉 ニ於 テ

ハ,B. coli communisハ 約200箇,Staph. pyog.

aur.ハ 約150箇 ノ發 育 菌集 落 ヲ認 メ タ リ.B .

subtilisハ1日 間 培 養 ニテ 既 ニ發 育 菌融 合 シ算 定

全 ク困 難 ナ リ.

 如 斯,1kg/cmcm2高 壓COH2消 毒 法 ニ 依 レバ,

前 述 セル正 常 壓COH2消 毒 法(第2表(A))ト 比
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第3表 高 壓(1.0kg/cmcm2)ニ 於 ケルCOH2瓦 斯 ノ殺菌效 力

較 シ,極 メ テ著 明 ナル 殺 菌效 力 ノ増 強 セ ル ヲ確 認

セ リ.即 チ高 壓 ノ許 ニ於 テCOH2ヲ 作 用 セ シ ムル

時 ハ,露 出部 紙 葉 附 着 菌 ニ對 シ テ特 ニ殺 菌 效 力 ノ

増 強 著 明 ニ シ テ,又 邊縁 郡 紙 葉 附 着 菌 ニ對 シテ モ

相 當 ノ作 用 效 果 ヲ認 メ得 タ リ.

 b) 1.6kg/cmcm2及 ビ1.8.kg/cmcm2高 壓 法

第4表 高 壓(1.6kg/cmcm2)ニ 於 ケルCOH2瓦 斯 ノ殺菌效力
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第5表(A) 高 壓(1.8kg/cmcm2)ニ 於 ケルCOH2瓦 斯 ノ殺菌效力

第5表(B) 高 壓(1.8kg/cmcm2)ニ 於 ケルCOH2瓦 斯 ノ殺菌效 力

 Autoclave内 壓 ヲ1.6kg/cmcm2及 ビ1.8kg/cmcm2

ノ如 ク夫 々増 強 シ,以 テCOH2ノ 殺 菌效 力 ニ及 ボ

ス影 響 ニ就 テ實驗 セ リ.第4表(1.6kg/cmcm2法)

及 ビ第5表(A)及 ビ(B)(1.8kg/cmcm2法)ニ 示 ス

如 ク,前 述 セル 正 常壓COH2消 毒 法(第2表(A)

及 ビ(B)及 ビ1.0kg/cmcm2高 壓 法(第3表)等 ニ比

較 シ テ特 ニ注 目 スベ キ所 見 ハ 次 ノ如 シ.

 1) B. coli communis及 ビStaph. pyog. aur.

ニ對 シテハ,露 出 部紙 葉 ニ於 テ最 モ 消毒 效 力著 明

ニ シテ,後 培 養7日 間 ニ及 ブ モ發 育 菌集 落 ヲ認 メ

ザ リキ.

 2) B. subtilisニ 對 シ テ モ,露 出 部 紙 葉 ニテ ハ

稍 々殺 菌 效 力 ヲ發 揮 シ得 タ リ.

 3) 深 部 紙 葉 ニ對 シ テハ,各 試 驗 時 ニ ヨ リテ其

ノ發 育 菌集 落 ニ多 少 ノ動 揺 ヲ見 ル モ(第5表(A)

及 ビ(B)參 照).特 ニ殺 菌 效 力 ノ増 強 ヲ認 メ得 ズ.

 4) 邊縁 部 紙 葉 ニ對 シ テハ,B. coli communis

及 ビStaph. pyog. aur.ニ テ ハ 可成 殺菌 效 力 増 強
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セル ヲ認 メ得 タ リ.

 5) 1.6kg/cmcm2法 ト1.8kg/cmcm2法 兩 者 間 ニハ,

勿 論各 試 驗 時 ニ於 ケル 生 存 菌 數 ノ多 少 ノ動 揺 ハ免

レザ ル モ,特 ニCOH2ノ 殺 菌 效 力 ニ著 明 ナ ル 差 異

ヲ示 サ ズ.

 第3節 附 着 菌 量 トCOH2ノ 殺 菌 效 力 ト ノ關

係 ニ就 テ

 COH2消 毒 法 ニ於 テハ,書 籍 紙 葉 ノ同 一面 積 ニ

於 ケ ル 附着 菌量 ノ相 違 ニ依 リテ同種 菌株 ト雖 モ 自

ラ殺 菌 效 力 ニ差 異 ヲ生 ズル 事 ニ關 シテ ハ 既 ニ余 ノ

(第1報)注 目セ ル 所 ニ シテ,廣 ク書 籍 消 毒 法 トシ

テCOH2瓦 斯 ヲ應 用 スル ニ際 シ,之 ガ關 係 ハ極 メ

テ重 要 ナル 意 義 ヲ有 スル モ ノナ ル ヲ察 知 セ リ.

 本 實 驗 ニ於 テ ハ,COH2消 毒 法 ニ於 テFormalin

使用 量 竝 ニCOH2燻 蒸 時 間 ハ 勿 論,消 毒 時 ノ室 温

及 ビ消 毒器 内 濕度 等 總 テ可 及 的 同 一條 件 ノ許 ニ於

テ,紙 葉 附 着 菌量 ノ ミヲ異 ニ シ,以 テ 正 常壓 ノ許

ニ於 ケルCOH2ノ 殺 菌效 力 ヲ比 較 研 究 セ リ.

 第2表(A)ハ 可 檢 菌3 Oseヲ 滅 菌 生 理 的 食 鹽 水

10ccニ 浮 游 セル 菌 液1 Oseヲ1cmcm2ノ 紙 面 ニ塗

布 セ ル場 合 ニシ テ,其 ノ發 育 菌 集 落 數 ヲ見 ル ニ,

後 培 養7日 目 ノ所 見 ニ テB. coli communisハ 露

出部 紙 葉34箇,中 央部 紙 葉40箇,Staph. pyog.

aur.ハ 露 出部 紙 葉37箇,中 央部 紙 葉55箇 ヲ算 定

シ得 タ リ.

 第2表(B)ハ 可 檢 菌1 Oseヲ 滅 菌生 理 的 食 鹽 水

10ccニ 浮 游 セ ル菌 液1 Oseヲ1cmcm2紙 面 ニ附 着

セ ル 場 合 ニ シテ,前 述 第2表(A)ニ 較 ベ1/3ノ 菌

量 ニ對 シ テCOH2ヲ 作 用 セ シ メ タル ナ リ.然 ル時

ハ 第2表(B)ニ 示 ス如 ク,多 量 菌 ヲ附 着 セル 場 合

(第2表(A))ニ 比較 シテ,著 シ ク生 存 菌 ノ發 育 菌

數 ノ減 少 セル ヲ認 メ タ リ.即 チB. coli communis

ニテ露 出部 紙 葉5箇,中 央 部 紙 葉53箇,Staph.

pyog. aur.ハ 露 出部 紙 葉3箇,中 央部 紙 葉48箇 ノ

發 育菌 集 落 數 ヲ見 タ リ.尚 ホ コ コ ニ注 意 スベ キハ

第2表(A)實 驗 ハ 第2表(B)ニ 較 べ3倍 量 ノ附

着 菌 ニ モ不 拘,後 培 養 發 育 菌 集 落 數 ハ 中 央部 紙 葉

ニ就 テ觀 察 スル ニ,一 般 ニ發 育 不 良 ニ シ テ,1/3附

着菌 量 ノ第2裏(B)ノ 中 央部 紙 葉 ノ生 存 發 育菌 數

ト大 差 ナ カ リキ.如 斯 ニモ 不拘,敍 上 ノ如 キ生存

菌 ノ相 違 ヲ露 出部 紙葉 ニ於 テ觀 タルハ 誠 ニ興 味 ア

ル現 象 ナル ベ シ.

     第4章 總 括 竝 ニ 結 論

敍 上 ノ實 驗 成績 ヲ綜 合 スル ニ,過 マ ンガ ン酸 加

里法 ニヨ リ テ豫 メCOH2瓦 斯 ヲ化 學 的有 效 量 ニ

於 テ發 生 セ シ メ タル後,Autoclave内 壓 ヲ増 強 シ

1.0kg/cmcm2, 1.6kg/cmcm2及 ビ1.8kg/cmcm2ノ 如 キ高

壓 ヲ作 製 シ,室 温24-10℃ ニ於 テ燻 蒸 スル 時 ハ,

書籍 紙葉 特 ニ露 出部 紙 面 ニ對 シテ ハB. coli com-

munis, Staph. pyog. aur.等 ヲ多量 附着 セ シ メ タ

ル場 合 ニ於 テ モ,COH2ノ 殺 菌 效 力 ハ極 メテ強 烈

ニ シ テ 正 常 壓COH2消 毒 法 ノ夫 レ ニ 較 ベ,著 シ

ク場 強 セ ル ヲ認 メ タ リ.然 レド モ有 芽胞 菌 ナ ル

B. subtilis (Sporenhaltige Luftkeime)ニ 對 シ テ

ハ尚 ホ完 壁 ヲ期 スル コ トヲ得 ズ.而 シテ1.0kg/cmcm2

高壓 法 ニ較 ベ1.6kg/cmcm2及 ビ1.8kg/cmcm2法 ニ於

テハCOH2ノ 殺 菌 效 力 明 カ ニ増 大 セ ル ヲ確 認 セ

リ.然 レ ドモ,高 壓COH2消 毒 法 ニテハ 露 出部紙

葉 ハ 勿論 邊 縁 部紙 葉 ニ對 シ テモ,亦 可成 ノ殺 菌效

力 ノ増 強 ヲ認 メ得 ル モ,陰 壓COH2消 毒 法(第1

報)ニ 於 ケ ル ガ如 ク,書 籍 深 部 紙 葉 ニ對 シ テハ殆

ド殺 菌 效 力 ヲ發 揮 スル コ トヲ得 ザ リキ.即 チ斯 ル

現 象 ハ,前 述 ノ如 ク 高壓 自身 ガ細 菌 生 活 力 ニ對 シ

テ何 等 障 碍 作 用 ヲ有 セザ ル 事實 ヲモ併 セ テ考 察 セ

バ容 易 ニ首 肯 シ得 ラル ル所 ナ リ.

 要 スル ニCOH2瓦 斯 消 毒 法 ニ於 テハ,發 生 セル

COH2ガ 書 籍 紙 葉 ニ凝 着 シ,以 テ 附着 菌 ニ對 シ テ

殺 菌 力 ヲ發揮 スル モ ノナ ル ニ コ リ,高 壓COH2消

毒 法 ニ於 テ露 出部 紙 葉附 着 菌 ニ對 シテ特 ニ著 明 ナ

ル殺菌效力ノ増殖セルハ,蓋シ高壓ニ依リテCOH2

瓦斯 ノ書籍紙葉ニ對 スル凝着力増大シ,從 ツテ附

着菌ニ對シテ遍クCOH2ノ 殺菌能力ヲ發揮シ得

ルニ基因スルモノナラント思 惟スルコトヲ得.斯
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ク テ次 ノ結 論 ヲ得 タ リ.

 1) COH2瓦 斯 發 生 後Autoclave内 壓 ヲ1.0

kg/cmcm2及 ビ1.6kg/cmcm2, 1.8kg/cmcm2ノ 如 ク増 強

セ シ ムル 時 ハCOH2ノ 殺 菌 效 力 ノ増 強 ヲ來 ス.

 2) 高 壓COH2溝 毒 法 ハ 書 籍 深 部 紙 葉 浸 達 性

乏 シ キ ト雖 モ,正 常壓 竝 ニ陰 壓COH2消 毒 法 ニ較

ベ特 ニ露出部紙葉附着菌ニ對スル殺菌效力ハ極 メ

テ 強烈 ナ リ.コ レ恐 ラクハCOH2瓦 斯 ノ書 籍 紙 葉

ニ對 スル凝 着 力 ノ増 大 セル ニ基 因 スル ナ ラン.

 3) COH2ノ 殺 菌 效 力 ハ紙 葉 附 着 可檢 菌 量 ト數

學 的 ニ正 シ ク比 例 スル モ ノニ非 ズ.

(附) 液 體Formalinノ 細 菌發 育抑 制 作用 ニ就 テ

       I. 言

 Formalinハ 液 體 ナル ト瓦 斯體 ナ ル ニ關 セズ,

一 般細 菌 ニ對 シ テ發 育抑 制 作 用 著 明 ナル モ,殺 菌

力 ハ發 育防 止 作 用 ニ比較 シ テ微 弱 ナ リ トノ見 解 ハ

既 ニ一般 ニ認 メラル ル所 ナ リ.サ レ ド之 ガ實驗 的

研 究ハ 寔 ニ寥 々 タル モ ノニ シテ,僅 ニ菊 池,水 野37)

氏 等 ノ報 告 ヲ見 ル ノ ミ.既 ニ余ハ 書 籍 ノCOH2消

毒 法(第1報 竝 ニ本 編)ニ 關 スル實 驗 ニ於 テ,其 ノ

殺 菌效 力試 驗 ニ於 ケル所 謂消 毒 紙 葉 ノ後 培 養 試 驗

ニ於 ケ ル殘 存生 活 菌 ノ發 育 状 態 ヲ精密 ニ觀 察 セル

ニ際 シ,寒 天 平板 振盪 法 ニテ37℃, 24時 間培 養 ニ

テ殆 ド發 育 ヲ認 メザ ル ガ如 キ場 合 ニ於 テモ,更 ニ

2-7日 間 ノ如 ク 培 養 ヲ繼 續 セ バ 漸 次 殘 存生 活 菌

ハ發 育増 殖 シテ,各 菌 株 夫 々定 型 的 ノ菌 落 集 ヲ形

成 スル ニ 至 ル ベ シ.斯 ル 現 象 ニ依 リテCOH2瓦 斯

ノ細 菌 發 育 抑 制 作 用 ヲ思 惟 セリ.依 ツテ 更 ニ液 體

Formalinノ 細 菌 ニ對 スル 作 用 傾 向 ニ就 テ實 驗 ヲ

試 ミ些 カ興 味 アル 成績 ヲ得 タル ヲ以 テ茲 ニ報 告 セ

ン トス.

   II. 實 驗 材 料 竝 ニ 其 ノ 方 法

 液 體Formalin(日 本 藥 局 方)ヲ 普 通Bouillon

培 養 基 ニ テ遞減 的 ニ各 種 濃 度(1:100-1:50.000)

ニ稀 釋 セ リ.可 檢 菌 ハ 第1報 竝 ニ本 編 ニ於 テ使 用

セ ル モ ノ ト總 テ 同株 菌 ヲ使 用 シ タ リ.B. subtilis

(Sporenhaltige Luftkeime)ハ 斜面 寒 天 塗 抹 培 養

37℃, 1-7日 間 ニシ テ芽 胞 形 戌 ヲ鏡 檢 セル 後,又

R. coli communis及 ビStaph. pyog. aur.ハ

37℃, 18-24時 間 培養 セル モ ノ各 々1 Oseヲ 滅 菌

生 理 的 食鹽 水10ccニ 浮 游 セ シ メタ ル菌 液 ヲ1滴

(0.05cc)或 ハ3滴(0.15cc)ヲ 混 合接 種 シ,之 ヲ

37℃ ニ於 テ1-30日 間 ニ亙 リテ培 養 シ,其 ノ發 育

状 態 即 チBouillonノ 全 溷濁,沈 澱 物 或ハ 菌 膜 形

成 等 ニ就 テ毎 日觀 察 セ リ.更 ニ隨時 發 育 菌 ノ染色

標 本(單 染 色 或 グ ラ ム氏 法)ヲ 作 製 シ,其 ノ形態

的變 化 ヲモ檢 索 セ リ.

      III. 實 驗 成 績

 a) 第1實 驗:液 體Formalin混 合Bouillon

中 ニ可 檢 菌液 ヲ夫 々1滴(0.05cc)宛 混 合 接 種 セ

ル場 合 ニ於 ケ ル細 菌 發 育 状 況 ニ就 テ實 驗 セ ル ニ第

1表 ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ.

 B. subtilis.總 體 的 ニ發 育 旺盛 ニ シ テ1:50.000

及 ビ1:25.000稀 釋Formalin-Bouillou中 ニ テハ

24時 間培 養 ニテ 菌 膜 形成 ヲ示 シ,發 育 著 明 ナ リ.

1:10.000稀 釋 度 ニテ ハ2日 間,1:5.000稀 釋 度 ニ

テハ5日 間,1:2.500稀 釋 度 ニ テハ14日 間培 養 ニ テ

夫 々著 明 ナ ル菌 膜 形 成 的發 育 ヲ認 メタ リ.然 レ ド

モ1:1000-1:100稀 釋 度 ノ如 キ濃 厚Formalin

混 合Bouillon中 ニ テ ハ30日 間培 養 ニ至 ル モ本

菌 ノ發 育 ヲ認 メズ.

 B. coli communis. 1:50.000及 ビ1:25.000

稀 釋 度 ニ テハ24時 間培 養 ニ テ 著 明 ナ ル全 溷濁 ヲ

呈 シ,發 育 著 明 ニ シテ,對 照Bouillon培 養 ト差
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(附) 第1表 液 體Formalinノ 細 菌發育 ニ對 スル作 用試驗

異 ナ シ.1:10.000稀 釋 度 ニテ ハ2日 間 培 養 ニテ

同 樣 ノ發 育 ヲ認 メタ リ.而 シ テ1:5.000-1:100

ノ如 キ漸次 濃 厚 稀 釋 度 ニ於 テハ何 レモ發 育 菌 ヲ認

ムル能 ハ ズ.

 Staph. pyog. aur.本 菌 ハB. coli communis

ト殆 ド同 樣 ノ發 育能 力 ヲ示 シ タ リ.即 チ1:50.000

及 ビ1:25.000稀 釋 度 ニ テハ24時 間,1:10.000

稀 釋 度 ニ テハ2日 間 ニ シ テ全 溷 濁 著 明 ナ リ.而 シ

テ1:5.000稀 釋 度 以 上 ノ濃 厚 部 ニ テ ハ最 早 發育

増 殖 ヲ認 メズ.

 b) 第2實 驗:液 體Formalin稀 釋Bouillon

中 ニ可 檢 菌 ヲ夫 々3滴(0.15cc)ヲ 混 合接 種 セ ル

場 合 ニ於 ケ ル細 菌發 育 状 態 ニ就 テ實 驗 セ ル ニ第2

表 ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ.

 B. subtilis.一 般 ニ發 育 旺 盛 ニ シテ1:50.000

及 ビ1:25.000稀 釋度 ニテ ハ24時 間 培養 ニ シ テ

既 ニ液 表 面 ニ特 異 ノ皺 状 菌 膜 ヲ形 成 シ發育 著 明 ナ

リ.1:10.000稀 釋 度 ニ テ ハ2日 間,1:5.000ニ テ

ハ4日 間1:2500ニ テ ハ漸 ク11日 間 培 養 ニ シ テ夫

夫 菌 膜 形 成 ヲ認 メタ リ.サ レ ド1:1.000-1:100

稀 釋 度 ノ如 キ比 較 的 濃 厚Formalin-Bouillon中

ニ テハ培 養30日 間 ニ及 ブ ト雖 モ全 ク發 育 菌 ヲ認

ムル 能 ハ ズ.

 B. coli communis. 1:50.000-1:10.000稀

釋 度 マデ ハ24時 間 培 養 ニ シ テ 既 ニ著 明 ナル 全 溷

濁 ヲ示 シ發 育著 明 ナ リ.1:5.000ニ テ ハ7日 間 培

養 ニ テ漸 ク全 溷 濁 性 發 育 ヲ示 シ タ リ.1:2.500-

1:100ノFormalin濃 厚 部 ニ於 テハ最 早 發 育不

能 ナ リ.

 Staph. pyog. aur.本 菌 ハ 一 般 ニ 發 育力微 弱

ニ シ テ,1:50.000及 ビ1:25.000稀 釋度 ニテハ

24時 間 培 養ニ テ發 育 著 明 ナ ル モ,1:10.000ニ テ

ハ2日 間 ニ シテ全 溷 濁 ヲ呈 ス ト雖 モ,1:5.000-

1:100稀 釋度 ニ テハ 全 ク發育 増 殖 スル ヲ得 ズ.
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(附) 第2表 液 體Formalinノ 細菌發育 ニ對 スル作用試驗

 c) 液 體Formalin混 合Bouillon中 ニ於 ケル

可 檢 菌 ノ發育 状 況 ニ就 テ觀 ル ニ,總 テ長 時 日 ニ亙

リテ培 養 スル 時 ハ 管 底 ニ沈澱 物 ヲ生 ズ ル ニ至 ル.

B. coli communisハ 全 溷 濁ハ 依然 著 明 ニ シテ沈

澱 物 極 メ テ多 量 ナ リ.B. subtilisハ 發 育當 初 ハ特

異 ノ灰 白色 皺 状 菌膜 ヲ形成 發 育 スル モ,培 養 日數

ヲ經 過 スル ニ 隨 ヒテ菌 膜 ハ管 壁 ニ附着 セル 状 態 ニ

テ液 表 面 ヨ リ消 失 ス.斯 シ テ液 ハ 比較 的透 明 ニシ

テ少 量 ノ 白色絮 状 粘 稠 性 沈 澱 物 ヲ見 ル.

 Staph. pyog. aur.ハ 全 溷 濁 比 較 的 弱 ク,又 沈

澱 物 モ少 量 ナ リ.而 シ テ 本 菌ヲ 染 色鏡 檢 ス ル ニ

「グ ラ ム」陽 性 ナル モ,菌 體 ハ染 色 性 著 シ ク減弱 シ,

各 菌 體 ハ 不整 形 球 菌 状 ヲ呈 シ,邊 緑稍 々萎縮 ノ傾

向 ヲ示 シ,又 大 サ不 同 ニシ テ,所 謂 美 麗 ナ ル葡 萄

状 配 列 ヲ見 ル能 ハ ズ殆 ド集 團 状 ナル ヲ見 タ リ.

       IV. 總 括

 液 體Formalin混 合Bouillon中 ニ於 ケ ル細 菌

ノ發 育 傾 向 ヲ綜 合 スル ニ,液 體Formalinハ 敍 上

ノ如 キ混 合 可檢 菌 量 ニ 對 シ テ,B. subtilisニ 對

シ テハ1:1.000稀 釋 度 迄 ハ37℃, 30日 間 ニ及 ブ

モ發 育 ヲ見 ズ.B. coli communisニ 對 シ テ ハ

1:2.500-1:5.000稀 釋 度 迄,Staph. pyog. aur.

ニ對 シ テハ1:5.000稀 釋度 迄 ハ 當 該 菌 ハ 發 育 皆

無 ナ リ.依 之 觀 ル ニ液 體Formalinハ 相 當 強 烈 ナ

ル殺 菌 力 ヲ有 スル コ トヲ推 察 スル ニ難 カ ラズ.然

リ ト雖 モ,混 合 可檢 菌 ノ發 育 増 殖 状 態 ヲ觀 察 スル

ニ,液 體Formalinハ 各種 細 菌 ニ對 シテ單 ニ殺 菌

的作 用 ヲ發 揮 スル ノ ミナ ラ ズ,一 方 細 菌 ノ生活 力

ヲ障 碍 抑 制 シ,所 謂 細 菌 ノ發 育増 殖 ニ對 シテ 防 止

的 ニ作 用 スル モ ノナ ラ ン ト思 考 セ ラル.即 チ例 ヘ

バB. subtilisニ 見 ル ニ,或 ハ2日 間,或 ハ5日
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間,或 ハ11日 間,更 ニ長 キハ14日 間培 養 スル

コ トニ依 リ漸 ク特 異 ノBouillon培 養 發 育 状 態 ヲ

呈 スル ニ至 レル ガ如 シ.次 ニ液 體Formalinニ

對 スル 可 檢 菌 ノ抵 抗 性 ニ就 テ見 ル ニ,B. subtilis

(Sporenhaltige Luftkeime)最 モ強 ク,B. coli

communis之 ニ次 ギ,Staph. pyog. aur.ハ 比 較

的 弱 キ モ ノナ ル ヲ知 レ リ.

       V. 結 論

 液 體Formalinハ 細 菌 ニ對 シテ相 當 強 烈 ナル 殺

菌力ヲ有 スル ト共ニ,又 一方細菌ノ生活力ヲ防止

シ,所 謂發育増殖抑制的特殊作用 ヲ有 スルモノノ

如シ.

  本 論文 ノ要旨ハ第9回 日本聯合衛生學會總

 會 ニ於テ發表セ リ.

  終 ニ臨 ミ御懇篤ナル御指導 ト御校閲ヲ賜ハ

 リシ恩師緒方教授ニ衷心ヨリ感謝ス.
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     Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

                   (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Experimentolle Studien uber die Bucherdesinfektion mit Formalin.

                       (2. Mitteilung.)

Uber die Bucherdesinfektion durch COH2-Gas unter Hochdruck.

(Auhang: Uber die Wirkung der Formalinlosung

auf die Bakterienentwicklung.)

            Von

        Hiromu Seno.

Eingegangen am 7. Februar 1939.

Verfasser untersuchte die Desinfektionskraft des COH2-Gases auf die Blatter von

Buchern unter bestimmtem Hochdruck im Autoclave; zuerst wurde COH2-Gas durch

Kalium permanganatum erzeugt, danach wurde der innere Druck durch Einfuhrung von

Luft bis auf 1.0 bezw. 1.8kg/cmcm2 gesteigert.

    Die Versuchsmaterial, das mit B. coli communis, Staph. pyog. aur. bezw. B. subtilis
auf die Oberflache und das Innere von Buchern ausgestrichen wurde, wurde 18 Stunden

lang aufbewahrt und durch Nachkultur die Baktericidkraft gepruft. Die Sterilisations-

kraft des COH2-Gases unter Hochdruck aussert sich auf die Oberflache der Blatter deut-

licher als beim Normal-oder Negativdruck, aber es fehlt die Tiefenwirkung auf die Innen-

seite der Blatter.

    Diese gesteigerte Wirkung hangt mit der vermehrte COH2-konzentration auf die
Oberflache der Blatter zusammen. Bei diesem Druck allein sieht man keine baktericide

Wirkung.

    Mit flussigem Formalin untersuchte Verfasser die abtotende Kraft auf die verschie-
denen Bakterien (z.B.B. coli communis, Staph. pyog. aur. und B. subtilis); dabei fand

er auch eine baktericide Wirkung auf die vegetative Form (B. coli oder Staphylokokken)

und in konzentrierter Losung erst auf B. subtilis (Sporen). Daneben stellt er eine inten-

sive hemmende Wirkung der Formalinlosung auf die Bakterien fest, weil die Bakterien in

koaguliertem Zustand mit Formalin in Bouillon sich niederschlagen und sich durch

Weiterzuchtung bei Verdunnung des Formalins wieder entwickeln konnen. (Autoreferat)
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